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Arcserve 製品リファレンス 

このマニュアルが参照している製品は以下のとおりです。 

■ BrightStor® Enterprise Backup 
 

■ CA Antivirus 

■ Arcserve® Assured Recovery™ 

■ Arcserve® Backup Agent for Advantage™ Ingres® 

■ Arcserve® Backup Agent for Novell Open Enterprise Server for Linux 

■ Arcserve® Backup Agent for Open Files on Windows 
 

■ Arcserve® Backup Client Agent for FreeBSD 

■ Arcserve® Backup Client Agent for Linux 

■ Arcserve® Backup Client Agent for Mainframe Linux 
 

■ Arcserve® Backup Client Agent for UNIX 

■ Arcserve® Backup Client Agent for Windows 

■ Arcserve® Backup Enterprise Option for AS/400 

■ Arcserve® Backup Enterprise Option for Open VMS 

■ Arcserve® Backup for Linux Enterprise Option for SAP R/3 for Oracle 

■ Arcserve® Backup for Microsoft Windows Essential Business Server 
 

■ Arcserve® Backup for UNIX Enterprise Option for SAP R/3 for Oracle 

■ Arcserve® Backup for Windows 

■ Arcserve® Backup for Windows Agent for IBM Informix 

■ Arcserve® Backup for Windows Agent for Lotus Domino 

■ Arcserve® Backup for Windows Agent for Microsoft Exchange Server 

■ Arcserve® Backup for Windows Agent for Microsoft SharePoint Server 
 

■ Arcserve® Backup for Windows Agent for Microsoft SQL Server 

■ Arcserve® Backup for Windows Agent for Oracle 

■ Arcserve® Backup for Windows Agent for Sybase 

■ Arcserve® Backup for Windows Agent for Virtual Machines 
 



 

 

■ Arcserve® Backup for Windows Disaster Recovery Option 

■ Arcserve® Backup for Windows Enterprise Module 
 

■ Arcserve® Backup for Windows Enterprise Option for IBM 3494 

■ Arcserve® Backup for Windows Enterprise Option for SAP R/3 for Oracle 

■ Arcserve® Backup for Windows Enterprise Option for StorageTek ACSLS 
 

■ Arcserve® Backup for Windows Image Option 

■ Arcserve® Backup for Windows Microsoft Volume Shadow Copy Service 

■ Arcserve® Backup for Windows NDMP NAS Option 

■ Arcserve® Backup for Windows Storage Area Network (SAN) Option 

■ Arcserve® Backup for Windows Tape Library Option 

■ Arcserve® Backup Patch Manager 

■ Arcserve® Backup UNIX and Linux Data Mover 
 

■ Arcserve® Central Host-Based VM Backup 

■ Arcserve® Central Protection Manager 

■ Arcserve® Central Reporting 

■ Arcserve® Central Virtual Standby 
 

■ Arcserve® D2D 

■ Arcserve® D2D On Demand 

■ Arcserve® High Availability 

■ Arcserve® Replication 

■ CA VM:Tape for z/VM 
 

■ CA 1® Tape Management 

■ Common Services™ 
 

■ eTrust® Firewall 

■ Unicenter® Network and Systems Management 

■ Unicenter® Software Delivery 

■ Unicenter® VM:Operator® 
 



 

 

Arcserve へのお問い合わせ 

Arcserve サポート チームは、技術的な問題の解決に役立つ豊富なリソース

を提供します。重要な製品情報に簡単にアクセスできます。 

https://www.arcserve.com/support  

Arcserve サポート内容 

■ 弊社の Arcserve サポート専門家が社内で共有している情報ライブラリ

と同じものに直接アクセスできます。 このサイトから、弊社のナレッ

ジ ベース（KB）ドキュメントにアクセスできます。 ここから、重要な

問題やよくあるトラブルについて、製品関連 KB 技術情報を簡単に検索

し、実地試験済みのソリューションを見つけることができます。 

■ 弊社のライブ チャット リンクを使用して、Arcserve サポート チームと

すぐにリアルタイムで会話を始めることができます。 ライブ チャット

では、製品にアクセスしたまま、懸念事項や質問に対する回答を即座

に得ることができます。 

■ Arcserve グローバル ユーザ コミュニティでは、質疑応答、ヒントの共

有、ベスト プラクティスに関する議論、他のユーザとの対話に参加で

きます。 

■ サポート チケットを開くことができます。 オンラインでサポート チ

ケットを開くと、質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コー

ルバックを受けられます。 

また、使用している Arcserve 製品に適したその他の有用なリソースにアク

セスできます。 

製品ドキュメントに関するフィードバックの提供 

Arcserve 製品ドキュメントに関してコメントまたは質問がある場合は、ご

連絡ください。 
 

https://arcserve.com/support
http://www.arcserve.com/us/support.aspx
http://www.arcserve.com/us/support.aspx
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第 1 章： r16.5 の新機能、操作性および強

化機能 
 

このセクションでは、Arcserve Backup r16.5 リリースの新機能、操作性、

および強化機能について説明します （サービス パックおよび更新を含む）。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

r16.5 (P. 9) 
r16.5 Update 2 (P. 18) 
r16.5 Update 3 (P. 20) 
r16.5 SP1 (P. 23) 

r16.5 SP1 の更新 (P. 24) 
 

r16.5 

以下のセクションでは、r16.5 リリースに追加された新機能および強化機

能について説明します。 
 

r16.5 の機能 

以下のセクションでは、r16.5 リリースに追加された新機能について説明

します。 
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Microsoft Windows 8 オペレーティング システムおよび Microsoft Windows Server 2012 のサポー

ト 

このリリースで、Arcserve Backup は、Microsoft Windows 8 および Microsoft 

Windows Server 2012 の以下の機能をサポートします。 

■ 記憶域 

■ 分散 VSS 

■ NTFS データ デデュプリケーション 

■ VHDX （VHD の新しいバージョンは、より大きな記憶容量として 64 TB 

を提供します） 

■ 4 KB の論理セクタ サイズ 

■ ReFS （Resilient File System） 
 

Windows オペレーティング システムに対する Agent for Microsoft Exchange Server 2013 のサポー

ト 

このリリースの Arcserve Backup Agent for Microsoft Exchange Server 2013 で

は、以下の Windows オペレーティング システムのサポートが追加されま

した。 

■ Microsoft Windows Server 2008 R2 Standard Edition SP1 

■ Microsoft Windows Server 2008 R2 Enterprise Edition SP1 

■ Microsoft Windows Server 2008 R2 Datacenter Edition、RTM 以降のリリー

ス 

■ Microsoft Windows Server 2012 Standard Edition 

■ Microsoft Windows Server 2012 Datacenter Edition 
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Windows オペレーティング システムに対する Agent for Microsoft SharePoint Server 2013 のサ

ポート 

このリリースの Arcserve Backup Agent for Microsoft SharePoint Server 2013 

では、以下の Windows オペレーティング システムのサポートが追加され

ました。 

■ Microsoft Windows Server 2008 R2 Standard Edition SP1 （x64） 

■ Microsoft Windows Server 2008 R2 Enterprise Edition SP1 （x64） 

■ Microsoft Windows Server 2008 R2 Datacenter Edition SP1 （x64） 

■ Microsoft Windows Server 2012 Standard Edition （x64） 

■ Microsoft Windows Server 2012 Datacenter Edition （x64） 
 

LTO6 およびエンド ツー エンドの論理ブロック保護のサポート 

このリリースの Arcserve Backup では、LTO6 ドライブへのデータのバック

アップがサポートされるようになりました。 LTO6 ドライブは、LTO5 など

の以前のドライブと比べ、容量が増え、パフォーマンスも向上しています。 

Arcserve Backup はまた、IBM および HP など、スタンドアロンのテープ ド

ライブの製造元によって提供される論理ブロック保護（LBP）の機能（LTO6 

がサポートする機能）をサポートします。 LBP によって、Arcserve Backup は、

ライブラリ ドライブ上で発生する読み取り/書き込みエラーを検出できま

す。  

Arcserve Backup での LBP の実装では、以下のバックアップはサポートされ

ません。 

■ 読み取り操作での LBP 

■ ARCserve Tape RAID のバックアップ 

■ NAS （ネットワーク接続ストレージ）のバックアップ 

■ Arcserve Backup UNIX/Linux Data Mover のバックアップ 

■ ファイル システム デバイスのバックアップ 

例： データ デデュプリケーションとステージングのバックアップ 
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r16.5 の拡張機能 

以下のセクションでは、r16.5 リリースに実装された拡張機能について説

明します。 
 

NAS ポート設定 

NAS （ネットワーク接続ストレージ）デバイスが、特定のポートまたは一

連のポートを使用して通信するよう設定できるようになりました。 カス

タム ポートを定義するには、PortsConfig.cfg 環境設定ファイルを手動で変

更します。 
 

Amazon S3 クラウド ストレージへのデータのアーカイブ 

このリリースの Arcserve Backup では、データをアーカイブできる Amazon 

S3 クラウド ストレージの地域がさらに 3 つ追加されました。 

■ US West （オレゴン） 

■ US West （カリフォルニア北部） 

■ AP 東京 

現在は、バケットの地域として、AP シンガポール、EU アイルランド、米

国標準、SA 東部（サンパウロ）があります。 
 

Eucalyptus プライベート クラウド ストレージへのデータのアーカイブ 

Arcserve Backup のこのリリースでは、バージョン 2.0 および 2.0.2 に加えて、

以下の Eucalyptus のバージョンをサポートします。 

■ Eucalyptus 3.0  

■ Eucalyptus 3.1、3.1.1、および 3.1.2 

■ Eucalyptus 3.2 
 

クラウド ベンダ プロバイダのサポート 

このリリースで、Arcserve Backup ベース製品は以下のクラウド プロバイダ

をサポートします。 

■ FGCP/A5 （Microsoft Windows Azure による富士通グローバル クラウド 

プラットフォーム サービス） 

■ Microsoft Windows Azure 
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VMware VDDK 5.1 のサポート 

このリリースで、VMware VDDK 5.1 は、Arcserve Backup と共に自動的にイ

ンストールされます。 VDDK 5.1 を使用して仮想マシンをバックアップで

きます。 
 

その他利便性の向上と拡張機能 

Arcserve Backup の本リリースでは、そのほかにも以下の利便性および拡張

機能が提供されます。 

アクティビティ ログ廃棄のカスタマイズ 

■ Arcserve Backup の拡張により、繰り返しジョブとローテーション ジョ

ブに関するすべてのジョブ ログを保持できるようになりました。 以下

のレジストリで、キーワード DoNotPruneRecentJobLogs を作成し（1 と

して定義）、動作をカスタマイズします。 

x86 オペレーティング システムの場合 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ComputerAssociates¥CA ARCServe 

Backup¥Base¥Database 

x64 オペレーティング システムの場合 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Wow6432Node¥ComputerAssociates¥CA ARCServe 

Backup¥Base¥Database 
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CARUNJOB.exe でのジョブ番号/ジョブ ID の表示 

■ Arcserve Backup の拡張により、Windows タスク マネージャおよび 

Windows コマンド ラインでジョブ ID を表示できるようになりました。 

この機能は、タスク マネージャまたはコマンド ラインを使用してジョ

ブ キュー内の特定のジョブを特定する必要がある場合に使用します。 

この動作を有効にするには、以下のレジストリ キーで、キーワード 

regdword JobEngineGetJobID、JobEngineRenameApp、またはその両方を

作成します。 

x86 オペレーティング システムの場合 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ComputerAssociates¥CA ARCServe 

Backup¥Base¥Task¥Common 

x64 オペレーティング システムの場合 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Wow6432Node¥ComputerAssociates¥CA ARCServe 

Backup¥Base¥Task¥Common 

コマンド ラインにジョブ ID のみを表示する方法 

■ JobEngineGetJobID の値を 1 として定義します。 

– タスク マネージャおよびコマンド ラインに CARUNJOB.exe とジョ

ブ ID を表示する方法（carunjob_<ジョブ ID>.exe） 

■ JobEngineRenameApp の値を 1 として定義します。 
 

テープ メディアに対するアクティビティ ログのレポート 

■ Arcserve Backup の拡張により、アクティビティ ログに表示される情報

として、テープ名およびテープ シリアル番号がアラート メッセージに

記述されます。 
 

Agent for Microsoft SharePoint Server に対するアクティビティ ログのレ

ポート 

■ Arcserve Backup の拡張により、アクティビティ ログに表示される情報

として、［ドキュメント レベル リストアを有効にする］オプションが

バックアップ ジョブに対して指定されたかどうかが示されます。 ［ド

キュメント レベル リストアを有効にする］オプションは、［Agent for 

Microsoft SharePoint のバックアップ オプション］ダイアログ ボックス

で指定します。 
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リストア マネージャからファイルへのデータのエクスポート 

■ Arcserve Backup の拡張により、リストア マネージャの［ツリー単位］

および［セッション単位］で表示されるファイル、フォルダ、セッショ

ンのリストをエクスポートできるようになりました。 
 

データ デデュプリケーション デバイスのマージ 

■ Arcserve Backup の拡張により、コマンド ca_devmgr を –regenerate 引数

と共に使用してセッションをリセット（クリーンアップ）した場合に

データ デデュプリケーション デバイスからセッションをマージでき

るようになりました。 
 

Alert マネージャのセキュリティ 

■ Arcserve Backup の拡張により、Alert マネージャで CheyAlert$ ネット

ワーク共有が作成されなくなり、セキュリティ侵害の危険性が減尐し

ました。 
 

Windows x64 オペレーティング システム上で実行されるサーバからのト

ラブル チケットの印刷 

■ Arcserve Backup Alert マネージャの拡張により、Windows x64 オペレー

ティング システム上の Arcserve Backup インストールからトラブル チ

ケットを印刷できるようになりました。  
 

AS400 バージョン 7 

■ Arcserve Backup の拡張により、オペレーティング システム AS400 バー

ジョン 7 および 7.1 のサポートが追加されました。 
 

VHD バックアップのパフォーマンス 

■ Arcserve Backup の拡張により、VHD バックアップの全体的パフォーマ

ンスが向上しました。 親ディスクと関連付けられていない仮想ディス

クで仮想マシンをバックアップする場合のパフォーマンスが改善され

ています。 
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マイグレーション ジョブ 

Arcserve Backup の拡張により、マイグレーション ジョブに関連する機能が

追加されました。 

■ ［マイグレーション ジョブ ステータス］ダイアログ ボックスには、

保留中、失敗、およびホールド状態のマイグレーション ジョブに関す

る情報が表示されます。 失敗、またはホールド状態のマイグレーショ

ン ジョブのみを変更できます。 

■ バックアップ マネージャとアーカイブ マネージャでは、ステージング

場所に関連付けられている保留中のマイグレーション ジョブを表示

できます。 この情報にアクセスするには、デデュプリケーション グ

ループ/デバイスおよびディスク ステージング グループ/デバイスの

右クリック メニューを使用します。 

■ マスタ ジョブが削除された後、ジョブ キューでマイグレーション 

メークアップ ジョブが削除されなくなりました。 ジョブ キューでの

削除は、メークアップ ジョブが開始する前のみ実行されます。 

■ マイグレーション メークアップ ジョブが削除されても、セッションは

パージされません。 保留中のマイグレーション ジョブのコピー時間お

よびパージ時間は、［マイグレーション ジョブ ステータス］ダイアロ

グ ボックスを使用して変更できます。 
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Arcserve D2D 統合バックアップ 

Arcserve Backup の拡張により、Arcserve D2D サービスが実行されていない

場合、Arcserve D2D サーバが利用不可能であれば、以下の条件下で Arcserve 

D2D 統合バックアップを実行できるようになりました。 

■ Arcserve D2D を実行しているコンピュータをバックアップ マネージャ

の Arcserve D2D サーバ オブジェクトに追加する場合、以下の条件が存

在します。  

– Arcserve D2D サービスの実行中に、Arcserve D2D ノードの尐なくと

も 1 つのフル バックアップが正常に完了した。 

– Arcserve D2D バックアップ デスティネーションが利用可能である。 

– Arcserve D2D のバックアップ デスティネーションがリモート ロ

ケーション上に存在し、リモート ロケーションをホストするコン

ピュータが利用可能（実行中）である。 

注： Arcserve D2D サービスを除き、バックアップを実行するために

必要なすべてのサービスが実行されている必要があります。  

■ Arcserve D2D を実行しているコンピュータを、バックアップ マネー

ジャの Arcserve D2D プロキシ サーバ オブジェクトに追加する場合。 

– D2D サービスの実行中に、Arcserve D2D サーバの尐なくとも 1 つの

フル バックアップがプロキシ サーバを介して正常に完了した。 

– Arcserve D2D バックアップ デスティネーションが利用可能である。 

– D2D のバックアップ デスティネーションがリモート ロケーション

上に存在し、リモート ロケーション マシンが利用可能（実行中）

である。 

– プロキシ サーバを介して D2D ノードをバックアップするときに、

プロキシ サーバは実行されているが、D2D サービスまたは D2D 

サーバが実行されていない。  

注： リモート ロケーションに対するログイン認証情報を変更した場合、

D2D 統合バックアップ ジョブが次回実行されるときに D2D サービス

が実行されている必要があります。 
 



r16.5 Update 2 
 

18  リリース サマリ 
 

Tapecopy ユーティリティ 

■ tapecopy ユーティリティが拡張され、ARCserve データベースから照会

したセッションをフィルタできるようになりました。 この機能を使用

すると、ソース テープに対する制限をより細かく指定できます。 たと

えば、tapecopy は -s （ソース グループ）、-t （ソース テープ名）、-ids 

（ソース ランダム ID）、および -zs （ソース テープ シーケンス番号）

を照会できるようになりました。 旧リリースでは、tapecopy ユーティ

リティはこれらの引数に指定された値を無視し、ジョブを即座に停止

しました。 以下の構文は、この機能を使用する方法を示します。 

tapecopy  -d PGRP0 -idr -m TAPECOPY2 -qOnOrAfter 12/10/16 14:00 -s pgrp2 

-qOnOrAfter 12/10/16 14:00 "-s pgrp2 
 

データ デデュプリケーション 

■ Arcserve Backup データ デデュプリケーションが拡張され、ARCserve 

データベースからデータ デデュプリケーション セッションを削除し

た直後に、データ デデュプリケーション デバイスのディスク容量を解

放できるようになりました。 旧リリースでは、データベースからセッ

ションを削除しても、データ デデュプリケーション デバイスからデー

タが削除されませんでした。 

■ ca_devmgr ユーティリティが拡張され（-startreclaim 引数を指定した場

合）、パージ ポリシー条件が満たされた直後にデータ デデュプリケー

ション デバイスのディスク容量を解放できるようになりました。 旧リ

リースでは、パージ ポリシー基準が満たされてからディスク容量が解

放されるまで 6 時間の待機時間が存在しました。 
 

Microsoft SQL Server AlwaysOn 可用性グループ（AAG） 

■ Arcserve Backup は、プライマリおよびセカンダリ レプリカ サーバに存

在し、AlwaysOn 可用性グループ（AAG）の一部である Microsoft SQL 

Server データベースのバックアップおよびリストアをサポートするよ

うになりました。 
 

r16.5 Update 2 

以下のセクションでは、r16.5 Update 2 リリースに追加された新機能およ

び強化機能について説明します。 
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r16.5 Update 2 の機能 

以下のセクションでは、r16.5 Update 2 リリースに追加された新機能につ

いて説明します。 

注： すべての機能および拡張機能が正しく動作するためには、Arcserve 

Backup および VM Agent プロキシ サーバを Update 2 にアップグレードす

る必要があります。 
 

VMware 用のエージェントレス バックアップ 

このリリースでは、ファイル レベル リストアが有効な raw （フル VM）バッ

クアップを実行する場合、VMware システムの仮想マシンにエージェント

をインストールする必要がなくなりました。 ただし、リストアを実行す

るときにはエージェントがインストールされている必要があります。 

注： r16.5 では、混在モード バックアップで増分バックアップを実行する

方法として、VM にインストールされているエージェントを使用する方法

と、プロキシ サーバ上で VDDK を使用する方法の 2 つがあります。 Update 

2 リリースでは、エージェントを VM にインストールする必要はありませ

ん。そのため、混在モード バックアップで増分バックアップを実行する

ために選択できるオプションは、プロキシ サーバ上で VDDK を使用する方

法のみです。 
 

VMware 仮想マシンのトランスポート モード 

このリリースでは、Agent for Virtual Machines のバックアップ モードの種

類を選択するときに、新しい［VMware VM のトランスポート モード］オ

プションを選択できるようになりました。 この新機能は、仮想マシンの

バックアップおよび復旧用の［グローバル オプション］ダイアログ ボッ

クスに表示されます。 

注： この機能は、VMware システムのみに適用されます。 
 

変更ブロックのトラッキング（CBT）の自動リセット 

このリリースでは、変更ブロックのトラッキング機能を手動でリセットす

る必要がなくなりました。 CBT は、問題が発生したときに自動的にリセッ

トできるようになりました。 

注： この機能は、VMware システムのみに適用されます。 
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r16.5 Update 2 の拡張機能 

以下のセクションでは、r16.5 Update 2 リリースに実装された拡張機能に

ついて説明します。 
 

VMware VDDK 5.1.1 のサポート 

Arcserve Backup では、VMware VDDK 5.1.1 をインストールして、VMware 

ベースの仮想マシンをバックアップすることができます。 ベスト プラク

ティスとして、ご使用のバックアップ環境に VDDK 5.1.1 をインストールす

ることをお勧めします。 

この機能を有効にするには、バックアップ プロキシ システムの以下のレ

ジストリ キーの VDDKDirectory 値を変更します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ComputerAssociates¥CA ARCServe 

Backup¥ClientAgent¥Parameters 

値を VDDK がインストールされた新しいディレクトリの場所に置き換え

ます。 例： 

C:¥Program Files (x86)¥VMware¥VMware Virtual Disk Development Kit 
 

以下の点に注意してください。 

■ VMware VDDK 5.1.1 を x64 ベースのコンピュータにインストールする

と、同じディレクトリに VDDK64.zip ファイルが配置されます。 この

ファイルを VDDK がインストールされているのと同じ場所に解凍して、

VDDK64 フォルダにファイルを抽出してください。 

■ VDDK 5.1.1 を実装できるのは、Arcserve Backup Agent for Virtual 

Machines r16.5、r16.5 Update 1、または r16.5 Update 2 がインストール

されているバックアップ プロキシ システム サーバです。 
 

r16.5 Update 3 

以下のセクションでは、r16.5 Update 3 リリースに追加された新機能およ

び強化機能について説明します。 
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r16.5 Update 3 の機能 

以下のセクションでは、r16.5 Update 3 リリースに追加された新機能につ

いて説明します。 

注： すべての機能および拡張機能が正しく動作するためには、Arcserve 

Backup および VM Agent プロキシ サーバを Update 2 リリースにアップグ

レードする必要があります。 
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Microsoft Exchange Server 2013 のドキュメント レベル バックアップのサポート 

Arcserve Backup Agent for Microsoft Exchange Server では、データベース レ

ベルおよびドキュメント レベルのバックアップとリストアが可能です。 

ドキュメント レベルのバックアップとリストアを使用して、以下の操作

を実行できます。 

■ Microsoft Exchange Server 2013 メールボックスおよびパブリック フォ

ルダのフォルダ レベル バックアップ。 

■ Microsoft Exchange Server 2013 メールボックスおよびパブリック フォ

ルダのメッセージ レベル リストア。 

■ ドキュメント レベル バックアップでは、バックアップ中に高度なフィ

ルタリングを使用でき、高度な設定オプションも用意されています。 

■ さらに、メッセージング シングル インスタンス ストレージやマルチ

スレッドをサポートし、最小単位のリストアを可能にすることで、最

大限のパフォーマンスと柔軟性を引き出します。 

■ 監査、マイグレーション、廃棄、エージングといった多くの管理タス

クを簡素化できます。 

■ 電子メール メッセージ、投稿、予定表、連絡先、タスク、メモ、履歴

項目など、複数のメッセージ オブジェクトをバックアップできます。 

■ Microsoft Exchange Server 2013 パブリック フォルダに導入されたアー

キテクチャの変更に基づき、Arcserve Backup マネージャのユーザ イン

ターフェースで、ドキュメント レベルのバックアップおよびリストア 

ビューが変更されました。 詳細については、「Agent for Microsoft 

Exchange Server ユーザ ガイド」を参照してください。 

注： Arcserve Backup Agent for Microsoft Exchange をインストールする前に、

以下の Microsoft Web サイトから最新の MAPI-CDO パッケージ（6.5.8320.0）

をダウンロードおよびインストールする必要があります： 
http://www.microsoft.com/en-in/download/details.aspx?id=39045  

 

Pervasive SQL VSS Writer のサポート 

このリリースでは、Client Agent for Windows の使用時にバックアップおよ

びリストアを実行する Pervasive SQL VSS Writer がサポートされています。 
 

http://www.microsoft.com/en-in/download/details.aspx?id=39045
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r16.5 SP1 

以下のセクションでは、r16.5 SP1 リリースに追加された新機能および強化

機能について説明します。 
 

r16.5 SP1 の機能 

以下のセクションでは、r16.5 SP1 リリースに追加された新機能について説

明します。 
 

ディスク ステージング デバイスおよびデデュプリケーション ステージング デバイスのダブル 

テープ コピー 

Arcserve Backup は、このリリースでダブル テープ コピーを導入します。

この機能は、ディスク ステージング デバイスおよびデデュプリケーショ

ン ステージング デバイスから 2 つのデスティネーション/メディアに

データを同時にマイグレートするための新しい方法です。 ステージング

の場所が、ディスク（ステージング対応）またはデデュプリケーション デ

バイスであれば、デスティネーションとして、テープ、ディスク、デデュ

プリケーション デバイスを使用できます。 この方式は、マイグレーショ

ン ジョブを実行する際に時間の節約に役立ち、tapecopy を不要にします。 
 

テープへの Arcserve UDP 復旧ポイントのマイグレートのサポート 

このリリースで、Arcserve Backup r16.5 SP1 にアップグレードすると、RPS 

データ ストア（もしくはローカルまたは共有ディスク/ドライブ）からテー

プに復旧ポイントをマイグレートできるようになります。 
 

Windows オペレーティング システムに対する Agent for Microsoft Exchange Server 2013 のサポー

ト 

Arcserve Backup Agent for Microsoft Exchange Server 2013 用の r16.5 機能 (P. 

10) に加えて、このリリースには、以下の Windows オペレーティング シス

テムのサポートが含まれるようになりました。 

■ Microsoft Windows Server 2012 R2 Standard Edition （Exchange Server 2013 

SP1 以降に対してのみ） 

■ Microsoft Windows Server 2012 R2 Datacenter Edition （Exchange Server 

2013 SP1 以降に対してのみ） 
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r16.5 SP1 の拡張機能 

以下のセクションでは、r16.5 SP1 リリースで拡張された機能について説明

します。 
 

VMware Servers 5.5 バージョンのサポート 

このリリースから、Arcserve Backup は 以下の VMware サーバで実行される

仮想マシンのディスカバリの実行しおよび保護ができるようになりまし

た。 

■ vSphere ESXi 5.5 and 5.5 Update 1 

■ vSphere vCenter 5.5 and 5.5 Update 1 

■ VDDK 5.5 Update 1 
 

SATA デバイスのサポート 

Arcserve Backup は、このリリースから、SATA デバイス/ディスク/CD/DVD 

ROM を備える仮想マシンのバックアップおよび復旧をサポートするよう

になります。 
 

GPT および UEFI ディスクのサポート 

このリリースから、Arcserve Backup は、VMware VDDK 5.5 Update 1 のサポー

トで、システム ディスクとして GPT （GUID パーティション テーブル）お

よび UEFI ディスクの仮想マシン バックアップをサポートするようになり

ました。 
 

r16.5 SP1 の更新 

以下のセクションでは、r16.5 SP1 リリースに追加された新機能および強化

機能について説明します。 
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セキュア ブート対応システムの惨事復旧に対するサポート 

このリリースで、Arcserve Backup に、Secure Boot Enabled System の惨事復

旧用の Windows アセスメント デプロイメント キット（ADK） 8.1 をサポー

トするパッチが含まれるようになりました。 

セキュア ブートは、uEFI ファームウェアの新バージョンで導入された機能

です。コンピュータの製造元は OS ブートローダが純正かどうか、または

ブートキットのロードを妨げないかを確認することができます。 

Arcserve Backup の惨事復旧オプションは、以下のセキュア ブート対応 

Windows オペレーティング システムの復旧をサポートします。 

■ Windows 8.1 

■ Windows Server 2012 R2 

■ Windows 8 

■ Windows Server 2012 

 
 

惨事復旧の制限事項 

以下のリストは、Secure Boot Enabled System の惨事復旧に関して、Arcserve 

Backup のこのリリースに存在することが確認されている制限事項です。 

■ WinPE の既知の制限により、Windows ADK 8 を使用して作成された 

WinPE DR ISO イメージでマシンを再起動する場合、キーボード機能が

使用不能になる場合があります。 回避策としては、Windows ADK 8.1 を

使用して WinPE DR イメージを作成します。 
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惨事復旧パッチの適用方法 

このパッチは、WinPE DR イメージが作成される Arcserve Backup サーバに

のみ適用されます。 このパッチに加えて、Windows アセスメント デプロ

イメント キット（ADK） 8 または 8.1 が WinPE DR イメージが作成される

サーバにインストールされる必要があります。 

注： このパッチでは、r16.5 SP1 惨事復旧オプションの Arcserve Backup リ

リースおよび RO70938 の累積パッチがインストールされる必要がありま

す。 

惨事復旧パッチを適用するには、以下の手順に従います。 

1. RO75130.exe を起動し、インストールを完了します。 

2. マシンに Windows ADK 8 または 8.1 がインストールされていることを

確認します。 

3. ブートキット ウィザードを実行して、新しい WinPE DR イメージを作

成します。 

4. ［WinPE DR イメージをカスタマイズする］を選択して、WinPE DR イ

メージの作成を完了します。 

5. この WinPE イメージを使用して、惨事復旧を実行します。 
 

含まれているテスト修正 

このリリースには、セキュア ブート対応システムの惨事復旧の更新用の

次のテスト修正が含まれます。 このセクションに記載されていない修正

がある場合は、テクニカル サポートまでお問い合わせください。 

■ T36A862 - このテスト修正は、ADK を 8.0 から 8.1 にアップグレード後

に、WinPE DR イメージを作成できないという問題を解決します。 

■ T5Y4018 - このテスト修正は、WinPE DR の作成でドライバ アイテムが

オフになっているかどうか確認されないという問題を酒精します。 
 

Arcserve UDP Update 2 との Arcserve Backup の統合 

このリリースで、Arcserve UDP ノードのテープ バックアップのパフォーマ

ンスが向上しました。 
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RO75131 に含まれているテスト修正 

Arcserve Backup には、Arcserve UDP Update 2 リリース用の以下のテスト修

正が含まれるようになりました。 

注： Arcserve Backup r16.5 SP1 + RO75131 を Arcserve UDP Update 2 と共に

使用することをお勧めします。 

RO75131 に含まれているテスト修正 

■ T245892 - 複数のファイルをフィルタリングする場合に、バックアップ

の遅延が発生します。 

■ T245923 - raw セッションのリストアに失敗します。 

■ T4C4122 - Arcserve D2D 軽量統合バックアップ用の設定可能な一時パス。 

■ T55Z059 - RPS サーバの展開時に、ユニバーサル エージェントがクラッ

シュする。 

■ T55Z064 - RPS サーバの参照中に、ユニバーサル エージェントがクラッ

シュする。 

■ T55Z065 - エージェントで Arcserve UDP 軽量統合バックアップがク

ラッシュする。 

■ T55Z066 - エージェント上でクラッシュした raw セッション ジョブの

リストア。 

■ T55Z069 - 軽量統合バックアップ データの破損。 

■ T56P019 - RPS サーバへのログインに失敗する。 

■ T56P024 - VHD 仮想マシンをバックアップする際に、エージェントがク

ラッシュする。 

■ T56P022 - Arcserve UDP 仮想マシンのリストアが失敗する。 

■ T5OV087 - クラッシュ ダンプの無効化、またはダンプ ロケーションの

設定。 
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Linux Client Agent に対する RHEL7 および SELinux のサポート 

このリリースで、Arcserve Backup には以下をサポートするためのパッチが

含められました。 

■ Red Hat Enterprise Linux （RHEL7 および RHEL6）をクライアント エージェ

ントとして認定し、SELinux と、RHEL 7 の新しいファイル システム XFS 

に対するサポートが追加されました。 

注： SELinux については、RHEL7 マシンには libattr-2.4.46-12.el7.i686 パッ

ケージを、RHEL6 には libattr-2.4.44-12.el7.i686 パッケージを必ずインス

トールしてください。 
 

RHEL7 の制限事項 

以下のリストでは、Arcserve Backup for Red Hat Enterprise Linux 7 （RHEL7）

の本リリースに存在する既知の制限事項について説明します。 

■ Red Hat Enterprise Linux 7 （RHEL7）で表明されているのは「商業上合理

的なサポート」のみであるため、Btrfs のサポートは追加されません。 

■ XFS では、同じマシン上に同じ UUID を持つ 2 つのボリュームのマウン

トは許可されません。 XFS ボリューム（たとえば、/dev/sdb）の raw レ

ベル バックアップを実行し、いくつかの理由で同じマシンの別のパス

（/dev/sdc）にボリュームが復旧する場合、復旧は成功します。 ただ

し、マウントは失敗します。 この問題を解決するには、以下のコマン

ドを使用します。 

コマンド： mount -o nouuid /dev/sdc /mountpoint 

注： この問題は、raw パーティションを同じサーバ上の別のパスに復旧

しようとし、実際のソース ボリュームがまだそのマシンにマウントさ

れている場合にのみ発生します。 

■ ネイティブの 4K セクタ ハード ドライブはサポートされていません。 
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RHEL7 および RHEL6 をサポートするパッチを適用する方法 

Red Hat Enterprise Linux 7 

Red Hat Enterprise Linux 7 （RHEL7）への Linux クライアント エージェント

のインストールを進めるためにインストール スクリプトが修正されるの

で、以下の手順が必要です。 

1. 以下のように一時ディレクトリにテスト修正ファイルをコピーして展

開します。 

– mkdir /tmp/RO75449; 提供された tar ファイルをこのパスにコピー

します。 

– cd /tmp/RO75449; 

– tar -zxvf RO75449.tar.Z 

2. インストール スクリプトを置き換えるには、以下の手順を実行します。 

a. Arcserve Backup r16.5 SP1 メディアをマウントします - mount 
/dev/cdrom /mnt 

b. mkdir /tmpfolder 

c. cp -r /mnt/DataMoverandAgent/* /tmpfolder 

d. cd /tmpfolder/Linux 

e. rm install 

f. cp /tmp/RO75449/install /tmpfolder/Linux 

g. chmod +x install 

エージェントのインストールに進み、インストールが完了したら、以下の

手順を実行します。 

1. Arcserve Backup Linux クライアント エージェントをシャットダウンし

ます： uagent stop。 

2. 以下の修正ファイルをコピーします。 

■ cp /tmp/RO75449/fs.cntl /opt/CA/ABuagent/fs.cntl 

■ cp /tmp/RO75449/caagent_autostrstop /opt/CA/ABcmagt/ 

caagent_autostrstop がコピーされたら、自動起動用の次のコマンド

を実行します。 

■ cd /opt/CA/ABcmagt 

■ ./caagent_autostrstop - プロンプトが表示されたら、［Yes］を選

択します。 
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■ cp /tmp/RO75449/uagentd /opt/CA/ABuagent/ 

uagentd がコピーされたら、次のコマンドを実行して、uagentd バ

イナリへの十分な権限を付与します。 

■ chmod +x uagentd 

3. Arcserve Backup Linux クライアント エージェントを起動します： 

uagent start。 

Red Hat Enterprise Linux 6 

Red Hat Enterprise Linux 6 （RHEL6）では、以下の手順が必要です。 

1. 以下のように一時ディレクトリにテスト修正ファイルをコピーして展

開します。 

■ mkdir /tmp/RO75449; 提供された tar ファイルをこのパスにコピー

します。 

■ cd /tmp/RO75449; 

■ tar -zxvf RO75449.tar.Z 

エージェントのインストールに進み、インストールが完了したら、以下の

手順を実行します。 

1. Arcserve Backup Linux クライアント エージェントをシャットダウンし

ます： uagent stop。 

2. 以下の修正ファイルをコピーします。 

■ cp /tmp/RO75449/fs.cntl /opt/CA/ABuagent/fs.cntl 

■ cp /tmp/RO75449/uagentd /opt/CA/ABuagent/ 

uagentd がコピーされたら、次のコマンドを実行して、uagentd バ

イナリへの十分な権限を付与します。 

■ chmod +x uagentd 

3. Arcserve Backup Linux クライアント エージェントを起動します： 

uagent start。 
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含まれているテスト修正 

このリリースには、Red Hat Enterprise Linux の更新用の次のテスト修正が

含まれます。 このセクションに記載されていない修正がある場合は、テ

クニカル サポートまでお問い合わせください。 

■ T5DQ145 - このテスト修正は、以下の条件が満たされる場合に各フォ

ルダに対して "User supplied Regular Expression Disable" というメッセー

ジが表示される問題を修正します。 

– lost + found フォルダを除外するために、フィルタが設定されてい

る。 

– CA_ENV_DEBUG_LEVEL が 2 を超えている。 

この修正では、ジョブが開始すると、"User supplied Regular Expression 

Disabled" メッセージが記録されます。  

■ T5DQ156 - このテスト修正は、バックアップの後に NSS でファイル ア

クセス時間が変更される場所の問題を解決します。 この修正はフォル

ダには適用されません。 
 

Hyper-V 用のゲスト クラスタ CSV サポート 

このリリースでは、Arcserve Backup に Hyper-V サーバで CSV を使用してゲ

スト クラスタをサポートするためのパッチが含まれています。 

CSV は ISCSI LUN または物理 LUN の場合があります。 バックアップが実行

中の間、クラスタ ノードのバックアップは CSV LUN をスキップします。 

CSV データをバックアップするには、クライアント エージェント バック

アップを個別に実行します。 
 

EMC Isilon NAS デバイスのサポート 

このリリースで、Arcserve Backup には EMC Isilon NAS デバイスをサポート

するためのパッチが含められました。 
 

RO77102 に含まれているテキスト修正 

このパッチに含まれているテスト修正： 

■ T51H126 - この修正では、NAS Option での ONTAP 8.2 の NetAPP クラス

タ対応バックアップのサポートが追加されます。 
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制限事項 

このパッチでは制限事項の存在が判明しています。Arcserve Backup では 

EMC Isilon NAS デバイスに対するリストア ビューでのフォルダ/ファイル 

レベルの参照はサポートされていません。 ただし、Arcserve Backup 開発

チームはこの問題の解決に取り組んでいます。 
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第 2 章： r16.5 でサポートされない機能 
 

以下のセクションで説明されている機能は、現時点の Arcserve Backup 

r16.5 ではサポートされていません。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

廃止されたシステムおよびプラットフォームのサポート (P. 33) 

VMware Consolidated Backup（VCB）のサポートの停止 (P. 33) 

WinPE 惨事復旧イメージ (P. 34) 

r16.5 SP1： eTrust Threat Management Agent 8.1 のサポートの廃止 (P. 34) 
 

廃止されたシステムおよびプラットフォームのサポート 

Arcserve Backup for Windows r16.5 では、以下のシステムおよびプラット

フォームのサポートが含まれなくなりました。 

■ Itanium ベースのシステム 

■ Tru64 5.1b 

■ Debian バージョン 4 

■ ARCserve 12/12.1 エージェント（後方互換のため） 

■ Mac OS 10.5x 

これらの変更は、すべての Arcserve Backup r16.5 エージェントおよびオプ

ションに影響します。 
 

VMware Consolidated Backup（VCB）のサポートの停止 

Arcserve Backup for Windows r16.5 では、 VMware Consolidated Backups（VCB）

のサポートが停止されました。 

これらの変更は、すべての Arcserve Backup r16.5 エージェントおよびオプ

ションに影響します。 
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WinPE 惨事復旧イメージ 

このリリースで、WinPE （Windows Preinstallation Environment）惨事復旧 CD 

は、Arcserve Backup インストール DVD に含まれなくなりました。 WinPE 惨

事復旧 CD は今後手動で作成する必要があります。 

インストール中、Arcserve Backup では、Windows 8 用の Windows アセスメ

ント & デプロイメント キット（Windows ADK）、および、 Windows 7 用の 

Windows 自動インストール キット（AIK）を Microsoft Web サイトからダウ

ンロードするリンクが提供されます。 Windows ADK または AIK がインス

トールされたら、以下のオペレーティング システムを実行するコン

ピュータを惨事復旧するための Windows WinPE 惨事復旧イメージを作成

できます。 

■ Windows Server 2003 

■ Windows Server 2008 

■ Windows 7 

■ Windows Server 2008 R2 

■ Windows 8 

■ Windows Server 2012 
 

r16.5 SP1： eTrust Threat Management Agent 8.1 のサポートの廃

止 

Windows r16.5 SP1 用の Arcserve Backup には eTrust Threat Management 

Agent 8.1 コンポーネントは含まれなくなります。 r16.5 SP1 をインストー

ルするとき、指定されたコンポーネントはインストールされなくなります。 

以前のリリースを r16.5 SP1 にアップグレードすると、既存の eTrust Threat 

Management Agent 8.1 は削除されます。 その結果、「ウイルス」スキャン 

グローバル オプションはどのジョブでも使用できなくなります。  

この変更はすべての Arcserve Backup r16.5 SP1 エージェントおよびオプ

ションに該当します。 
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